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ブル デ ュ
ー か らヴ ェ ブ レ ン へ

ブ ル デ ュ
ー 文化資本概念の ア ポ リア か らの 脱却

　　　　　　　小原
一

馬 （京都大学）
ブル デ ュ

ーとヴ ェ ブ レ ン の理論の 類似性 は、エ ル

ス ターな どに よっ て 指摘 されて きた（Elster　 1983 ：

69）。こ れに対 し、 ブルデ ュ
ー

は、次の よ うな形で

ヴ ェ ブ レ ン を批判 し 、 自身の 文化資本の 概念 と
、

ヴ ェ ブ レ ン の 顕示的 閑暇 な い し顕示的消費 とい う

概念 との 間の 明確な差異を強調 した。

　 ヴ ェ ブ レ ン は、卓越 の 探求を卓 越 した 行動 と同一視 し

　 ました 。 そ して 、エ ル ス タ
ー

は、私 の 考えが ヴ ェ ブ レ

　 ン と同 じだ と 誤解 して い ます 。 とこ ろ が卓越 の 探求 と

　 は 、 卓越 した行動と同
一視しうる もの で あ る どこ ろ か、

　 か え っ て 卓越 した行動 の 否 定 な の で す （Bourdieu
　 1987＝ 1988 ：23）。

ブル デ ュ
ー

の 目的論的説明を批判する エ ルス タ
ー

も、
こ の こ とは認 め、その 点にお い て 、 ブ ル デ ュ

ーを高 く評価 して い る。

しか し 、 ヴ ェ ブ レ ン 自身の テ キ ス トに直接当た る

な ら、 ブ ル デ ュ
ーの 、ヴェ ブ レ ン の 理論 との差異

化 の試み は あや し い もの と し て 映 りは じめ る 。 た

とえば、彼 の 主著 『有閑階級の 理 論』第五 章冒頭

の次の箇所を見て み よ う。

　 近代社 会の 多 くの 人民に とっ て は、肉体的快楽の た め

　 に必要なもの 以上 の贄消をお こ なう直接の 理由 は、自

　 分た ちの 目に見 える 消費が 金 が か か っ て い る とい う点

　 で、他 の もの を凌駕 しようとす る、識 白 な　　で は な

　 竺 。 それはむしろ 、 消費す る 財貨の 量や等級 の 点 で、
　 慣習的な対面 の 標準 に か な っ た 生 活 を しよ うとす る 願

　 望 で あ る（Veblen 　1899 ＝ 1961 ：101、強調引用者）

こ こか ら も明 らか な よ うに 、 上 流階級の 「卓越 し

た行動」が 、主観的 な意味で の 「卓越の探求」 と

い っ た 、 個人の 直接的 な意図 と無関係で ある こ と

をヴ ェ ブ レ ン は、当然の こ と と して い る 。

そ もそ も、 ヴ ェ ブ レ ン が こ の 著作の 中で うちた て

よ うと した一
つ の 命題 は、人 々 の 行 動を導 く主観

的な意図 の 、二 冫 白 な
’　 で あ っ た 。 その こ とを

最初 に最 も鮮烈な形 で 主張したの はフ ロ イ トで あ
っ たが 、 主 に心理 的 メ カ ニ ズム による説明を行 っ

たフ ロ イ トに対 し、 ヴ ェ ブレ ン が とっ たの は 、 よ

り社会 的な説明で あ っ た 。 フ ロ イ トが基礎 とした

性愛的な欲求の かわ りに、ヴ ェ ブ レ ンが前掲書で

人々 に設定 した基礎 的な欲 求は 、他者か ら評価 さ

れた い とい うこ と 、 特 に 、他者に 自分 の 社会的な

権勢を認め させ た い 、とい うもの で あっ た
。

こ れ

をヴ ェ ブ レ ン は よ り簡単に 「見栄」と い っ て い る 。

しか し、我々 の行動を主観的なかたちで 、 ダイ レ

ク トに導 く意図が 、性愛的なもの で ある こ とが ほ

とん どない の と同 じよ うに 、それが 直接 「見栄」

で あ る こ と もあまりない
。 ヴェ ブ レ ン は こ の こ と

を 、 主観 的な価値の 二 次的 な生 成に よ っ て 説 明す

る 。 すなわち、 「見栄」の欲求を満たす効果を もつ

行為や所持品は 、 歴 史的過程 の 中で 、 次第に人 の

意識の 中で の 「見栄」 との結び つ きを失 い
、 その

行為や所持品そ れ 自体が価値ある よ うに感 じられ

るようになる、とい うの で ある 。 彼は い う 。

　 ギ リ シ ャ 哲学者の時代か ら現在に い たる まで 、 あ る程

　 度の 閑暇 な り、 人間生活の直接 の 日常目的に役立 つ よ

　 うな産業過程か らの ある程度の 免除なりは、思慮あ る

　 もの か ら、つ ね に、立 派で 、 美 し く、 あ るい は非難 の

　 余地の な い 人間生活の 前提条件 とみ られ て い た 。

…
困

　 暇 な り　 そ の 也の
e

の 証 　な　 の 　 こ の よ
’
な盲 　白

　 で 主 白1な 　 は 　もち ろ ん 　して
’
　 二 冫 白・で 　

’

　 生Lu a6 　＿そ れ は ひ とつ に は
、 他人 の 尊敬を

　 うる ため の 手段 と して の 閑 暇 の 効用 の 反映で あ り、ま

　 た ひ とつ に は心理的代入法の 結果で ある（ibid．：42、強調

　 引用者〉

こ の よ うに 、後にブ ル デ ュ
ーが 強調す る こ と とな

る、主観的価値の 社会的 ・歴史的形成 とい う原理

を、その 半世紀以上 も前 に、ヴ ェ ブ レ ン は こ こ で

はっ きりと打ち出 して い る。 ヴェ ブレ ン にとっ て、

こ う した有閑階級の 文化 は、人 々 が互 い に 自分 の

権勢 を他者 に表現す るため の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

媒体 と して、洗練 と淘汰を経て きた 、 制度に ほか

な らな い
。 それ は現実 に 力 を持 つ 行為者が、そ の

力を外に過不足 な く表示 し、証 明だて る こ と を可

能とする表現体系で ある こ とを求め られ
、 その 必

要性 に答えた がゆ えに選択 され た制度 なの で ある 。

現代の経済学者は 、 人 々 の こ の ような観点か らい

っ て 合理的な行為選択が 、 実際 に こ うした表現体

系を現出させ る こ とを数理的に実証 した 。 「この よ

うな観点」とは 、 自分 の 力 をで きる だ け大 きな も

の としてみ せ た い とい う行為者 と、
’
他者の 力をで

きるだけ正確に見極め た い とい う行為者が存在 し、

彼 らがその うえで最適な行為を選ぶ とい うこ とで

ある 。

シ グナ ル 理論や ス ク リ
ー

ニ ン グ理論の 名で 知 られ

る こ う した 経済学理 論は 、 当初 か ら 、 ス ベ ン ス

（1973 ）に よ っ て
、 合理 的個人 に よる学歴 レ ベ ル

の選択とい うような 、 教育社会学の分野における
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応用が行われて きた 。 こ うした経済学の数理モ デ

ル とヴェ ブ レ ン の 有閑階級の 理論は 、

「
その 根底に

お い て共通 の発想がある 。

その 共通の 発想 を、 もしス ペ ン ス が 分析 した学歴

とい う例で考 える なら 、 次の よ うに なる 。 すなわ

ち 、 人 は 自分の持 っ て い る能力を直接 しめすこ と

が で きない と きで も 、 よ り大 きな能力の もの に と

っ て は 、 相対的 に小 さな負担 に なる よ うな作業 を

や っ てみせ るこ とに よっ て 、 その 能力を示すこ と

がで きる、 とい うこ とで ある 。
ハ ン デ ィ キャ ッ プ

理論とい う別名 もある ように 、
こ の 理論に従えば、

勉強する こ とは行為者に とっ て 、
ハ ン デ ィ キ ャ ッ

プを背負うこ とで あるが 、 よ り大 きい 能力を持つ

もの は 、 同じだけの ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ （すなわち
一

定レ ベ ル の 学歴 に達す るための勉 強）を背負 っ

た時 に も、 よ り小 さい 負担 になる 。 ゆえに、 人々

が どれだけの ハ ン デ ィキ ャ ッ プを背負えるか 、 と

い う競争 を自由に行 っ た 時 に、彼 らは 自然に、自

分の 能力 に見合 っ た ハ ン デ ィ キ ャ ッ プを選ぶ 、 と

い うこ とになる
1
。 それに よ っ て 、 他の人は 、 誰が

どれだ けの 能力を持 っ て い るか 、その 背負われ た

ハ ン デ ィ キ ャ ッ プすなわち学歴か ら判断で きる 、

とい うわ けで ある 。 逆 に労働市場 にお ける シグ ナ

ル とい う観点か らみ れば 、 学歴 と い うもの は
、 た

また ま労働市場で はか りたい 能力と相関をもつ よ

うな性格 を持 っ て い たが ゆ えに、選択 された表現

体系で あ っ た、とい うこ とになる 。

ヴ ェ ブ レ ンが 『有閑階級の 理論』で考えたこ とも

同様の ロ ジ ッ クに よっ て成 り立 っ て い る。すなわ

ち、入々 の もつ 社会的な権勢 は財産 に よ1 て直接、

表現され、そ して その 財産 は、消費や 閑暇に よっ

て 間接的
・
に 表示 され る、と い うこ とで ある 。 ヴェ

ブ レ ン はその 理 由まで は っ きりと説明 して い る わ

けで は ない が 、 財産が 、 消費や閑暇 （す なわち財

と時間の 浪費）に よ っ て 表示 され る の も、 上 と同

様 に考え られ る 。 すなわち、 消費や 閑暇 は基本的

に、無駄 な もので あ るの だが 、 よ り多 くの財産を

持 つ もの に とっ て は、そ の無駄 として の ハ ン デ ィ

キャ ッ プの負担が相対的に小 さくなるの で 、 よ り

多 くの 財産を持つ もの は 、 よ り多 くの浪費を行 う
こ とによっ て 、その 財産 を証明で きる 、 とい うわ

けで あ る。

そ して
、 興味深い こ とに 、 ヴ ェ ブ レ ン が財産の 証

明方法として 考えた 、 財や時間の 消費形態に は 、

ブル デ ュ
ーが文化資本 と考 えた ものが ほぼす っ ぽ

りと含 まれて い る。 例えば 、 ヴェ ブ レ ン は顕示的
な閑暇 につ い て 次の よ うな描写を行っ て い る。

　 閑暇 は多 くの 場合物質的な生産物を残さない 。 それゆ

　 えに、閑暇の 過去 の 業績の 基準 は、普通 の 場合、」抛

　 質豐 の 形をとる 。 その ような過去 の 閑暇の 非物

　 質的な証拠は、半 ば 学問的な、も し くは半ば芸術的な

　 功績で あ り、また直接、人間生活 の 促進 に 導 くと は 限

　 らない ような過程や事象につ い ての 知識 で ある 。

…（同

　 様 に）洗練され た 趣味、作法、お よび 生活習慣 （も ま

　 た 、 ）上 流 家族の 絶好の 証拠で あ る 。 な ん とな れ ば、よ

　 い 躾とい うもの は、時間、熱心、費用な どが 必要で あ

　 り、した が っ て 時間なり精力 な りが、仕事で手い っ ぱ

　 い に な っ てい る もの は、それ を 立派に身に つ け る こ と

　 が で きない からで ある 。 （Ibid，；49・52、 強調引用者）

この よ う
．
に ヴ ェ ブ レ ン は、ブル デ ュ

ーの 文化資本

とい う概念の半面に つ い て 、 ほぼ同 じような発想

を して い る 。 すなわち、文化資本が 経済資本の 転

換物で あ り、 そ うで あるがゆえに 、それ は 、 社会

的地位の 表現に役立 て られ る、と い う考 え方で あ

る 。
こ の こ とをブル デ ュ

ーは 「デ ィ ス タ ン クシ オ

ン 」の なかで
、 「必要性か らの 距離」とい う概念 を

キ
ータ ーム として 次の ように 表現 して い る 。

　　（文化資本を特徴 づ ける ）美的性向と は、日常的な差

　 し迫 っ た必要を和 らげ、実際的な目的 を括弧 に入 れ る

　 全般化 した能力 で あ り、…それゆえ差 し迫っ た必要か

　 ら解放 され た世界経験 の 中で しか …形成 され えない も

　 の で ある （Bourdieu　1979＝ 1990 （1）：85）

しか し、 類似点はこ こ まで で あ り、 それが ゆえに 、

ヴェ ブ レ ン は結局、文化資本とい うよ うな概 念 を

用 い なか っ た 。 すなわ ち、ヴ ェ ブ レ ン は 、 ブル デ

ュ
ーとは異な り、こ の よ．うな 「洗練 された趣味」

な どは、あ くまで、ある人の財産を表現するに止

ま り、それ が財産を獲得する の に役立 つ 、 とは考

えなか っ たの で ある 。 シ グナ ル 理論 を知 っ て い る

我々 には、ヴ ェ ブ レ ン の この よ うな考 え方は 、 実

に もっ と もで ある 。 「洗練された 趣味」は 、 それ 自

体無駄で あ るが ゆえに 、 財 産を証明する の に役立

つ の で ある 。 もし、例 えば 「正 しい 綴 り」 を知 っ

て い るこ とが 、 直接 、 財産獲得に役立 つ の な ら、

それは 、定義か らい っ て 、 顕示的閑暇 や顕示的消

費か らはずれ る こ とに なる。その 「正 しい 綴 り」

を獲得する にかか っ た費用 をそこ か ら十分 回収で

きる の な ら 、 そ れ は 浪費にな らず、 した が っ て 、

ブル デ ュ
ーの い う 「必要性か らの 距離」を表現す

る こ ともで きない はずだとい うこ とに なる。

しか るに 、 ブ ル デ ュ
ーはこ うした狭い 意味で の 文

化資本、つ まりベ ッ カ
ー

の い う人的資本にあた る

ようなもの と、財の 表現 として の 機能 を持 っ た 、

純粋な意味で の 浪費 とを混同 し、そこか ら、彼の

言 う 「錬金術」を引き出そ うとして い る 。

こ の ような理論の 方向性 は、ブル デ ュ
ー自身が 主

張す る、ハ ビ トゥ ス の 合理性 と い う概念 とも抵触

して お り、 容認 しが た い
。 当日 の 発表で はこ う し

た点を中心 に更に詳 しく述 べ て い く。
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